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健陽大学における人間主義経営に基づく大学運営への考察
　
　
　
志　村　裕　久
　
　
　本論文では、韓国・健陽大学へ 2018 年６月に訪問した記録等を通して、同大学の創立者で
あられる金熺洙 (Kim Hi-Soo) 博士の人間主義経営の観点から同大学の運営に関する考察を行う。
前半では、健陽大学の概要について述べ、後半では日本での専門職のあり方について、欧米で注
目されている専門職大学 (entrepreneurial university) のケーススタディとして創意融合プログラ
ム (Program for Interdisciplinary & Creative Studies；PRIME) と同大学の理念との親和性につい
て考察を行う。
　
健陽大学の概要
　健陽大学は、1991 年に設置された忠清南道論山市に本部を置き、論山と大田キャンパスにお
いて、８学部 (Colleges)、大学院 (Graduate School) 及び４つの専門大学院 (Special　Graduate 
School) を運営する大韓民国の私立大学であり、現在は約８万３千人が在籍している。同大学は
海外の大学とも積極的な交流を行っており、2018 年９月時点で、日本７大学・学部、中国９大学、
米国５大学・学部、オーストラリア６大学・学部との提携を結んでいる。外国語と IT 教育を重
視し、10 ヶ国 38 大学とのパートナーシップを通じて、グローバル人材の育成に取り組んでいる
総合大学である。2010 年 12 月に、創価大学創立者、池田大作博士に「名誉経営学博士号」が贈
呈された。
　
　健陽大学のロゴでは、健陽大学が目指す人材像、「人」の文字を、人間 (Human) と実務能力
(Practical abilities) をかたどって表しており、正直な人格と実務能力を兼ね備えた社会的なリー
ダー像を表している。これは建陽大学の教育を通じて同大学が排出する人材のシンボルでもあり、
大学教育の原点、教職員の職務遂行の出発点であり、学生の発展努力の目標点でもある。
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　健陽大学は、卒業後の就職率が高い卒業生を輩出することを目指した教育中心の大学を目指し
ている。この目的達成のために、「教員中心 (Faculty centered)」のカリキュラムではなく、「学
生中心 (Student centered)」のカリキュラムを作成・運営しており、市場が求める、企業が求め
る、社会が必要とする人材の育成を最大の目標として掲げ、学生教育を徹底的に行っている。そ
の一例として、観光学科では、実際にテーブルマナーやワイン等の注ぎ方を学習するために、レ
ストランを模した教室も用意している。のちに詳細を述べるが PRIME でも様々な工夫がされて
いる。創立者の「教えるからには最後まで責任を持つ」という責任感とその精神を尊重し、「学
生中心」の教育施策を展開していることが確認できた。
　
　また、大田キャンパスには、地下１階、地上 10 階の延べ面積 19,155m2 規模の明谷図書館があ
る。この「明谷」とは金博士の号で、眼科医として教育家として肉体と心の輝きを同時に施す明
るい渓谷という意味を持っている
2
。このように、大学でのカリキュラム、施設等の様々な機会
において、創立者の金博士の学生に対する愛情が込められていることが確認できた。このような
創立者の精神が、学部教育先進化先導大学選定、産学協力先導大学育成事業、地方大学特性化事
業（７分野）、高校正常化寄与大学支援事業選定に至るまで、教育部で行っている大型国策事業
に 100％選定される快挙につながったものと考えられる。
　
　韓国における大学生の就職率は我が国の状況と比較して大変厳しい状況である。日本と韓国
では、大学生の就職率の測定方式(1) は異なるものの、2017 年 12 月に韓国教育部（日本では省に
相当）が発表した韓国の大卒就職率は 67.7％であった。ちなみに、厚生労働省と文部科学省が
(1)  韓国の大卒就職率は前年度２月の卒業者と前前年度８月の卒業者を対象に前年度 12 月末までに健康保険に加
入したかで算出する。
 
  
図11　健陽大学のロゴ
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2018 年５月に発表した統計では、日本の大卒就職率は 98.0％、これは 1997 年に調査を開始して
以来の最高値であり、過去最高記録を３年連続で更新した。また、韓国企業の多くが、国内外の
不透明感から大卒者の採用規模を縮小しているとの報道も散見されており、韓国の現状は大変厳
しい状況にある。その中で、健陽大学は、韓国大学ではトップの水準を維持している。韓国教育
開発院発表による、2015 年の健陽大学における就職率は 74.5% となり、全国大学‘ダ’グループ
１位を記録している。
　
創立者金熺洙博士と健陽大学との理念
　金博士は眼科医としての実績を上げて、首都ソウルに東洋一の規模を有する眼科院を設立され
た。私財を投じて、ソウルから離れている地方都市である論山市に建陽学園、そして建陽大学を
創立した。また、創立に当たり、韓国中心部で金博士が経営している病院があるソウル市内では
なく、金博士の出身地である論山にて、地域への恩返しという意味を踏まえて、同大学を設立さ
れた。現在では、論山と大田２つのキャンパスを構えており、論山キャンパスは産学協力の新し
いモデルを提示、大田メディカルキャンパスは建陽大学病院と連携した生命工学中心の保健医療
系列学科として特性化し、専門性の向上に注力している。なお、金博士の令夫人であられる金榮
伊先生は造形家であり、キャンパスのデザイン等に関わっていた。なお、2007 年３月には、こ
れまでの業績と貢献に対して、韓国政府より、国民勲章の最高位である無窮花章を受勲している。
　
　金博士の健陽大学創立の理念を垣間見る一例として、創価大学の創立者池田大作博士は健陽大
学・名誉経営学博士授与式の折に、次のように述べられている。「総長が、新入生の全員、そし
て社会に巣立ちゆく４年生の全員と懇談を重ね、直々に励ましを送っておられることも、よく存
じ上げております。総長は、厳として、学生を励まされています。『我々に、不可能はない。ピ
ンチをチャンスに転換する、不屈の 『建陽精神』を身に纏
まと
うならば、皆さんの前途は洋々であ
り、夢は必ず叶う。必ず『やればできる』『なせばなる』との精神で、挑戦の日々を送ってくだ
さい』と。苦難に雄々しく挑みゆく勇気、そして不屈の負けじ魂こそ、教育の宝でありましょ
う。」と述べられている
3
。
　
　金博士が学生との対話を重要としている点については、金博士が医師であることが起因してい
ると考えられる。同大学の金容夏博士からの話によると、創立者の金博士は、医師として、常に
患者のことを思いやり、患者一人一人に細心の注意と敬意を常に払っていたことが、新入生及び
卒業前の４年生との対話につながっていると考察されている。そして、学生から率直な意見を受
け入れており、学生からの改善点を実践していることが、健陽大学における学生中心の教育施設
の充実のみならず、韓国でのトップクラスでの卒業生の就職率につながっていると考察した。
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　特に、健陽大学における「学生中心」の教育施設の充実に関しては、健陽大学を訪問した際に、
金博士の医師として、そして教育者としての細かい配慮が論山キャンパスへの訪問時に随所に確
認することができた。先ほど述べたように、金博士は学生との対話の中で、学生からの要望に対
して、学生の大学内での生活が快適であることを最重要課題と捉え、新しい設備の設置や改善を
行っていた。例えば、冬の間、手洗いに水しか出ないことを嘆く学生の言葉に耳を傾けて、全学
内に温水が出るボイラーを設置、また、学生の要望と医師としての観点とから、食事後の歯磨き
をするための特別な部屋を設けていることなど、学生からの要望を積極的に受け入れる「学生中
心」の創立者の思想がきめ細やかに反映されている。また、健陽大学は韓国の中堅都市にあると
いうことから、大学寮で居住する大学生が多く、地域住民に対しても、様々な行事や催し物等を
通して、大きく貢献している。
　
人間主義経営の観点からの健陽大学の大学運営に関する考察
　Humanistic Management in Practice 
4
によると、「人間主義経営とは何か」の考察を経て、人間
主義経営を実現するための指導原理 (guiding principles) が必要であるとしている。その指導原
理として３項目を掲げており、「人間の尊厳性の無条件の尊重」、「倫理的配慮の経営管理上の意
思決定への取り込み」、「経営の倫理的振り返りのための対話の拡大」としている。特に、「経営
の倫理的振り返りのための対話の拡大」について、更なる考察を加えるならば、持続的なステー
クホルダー・エンゲージメントを通じてより良い方向に関係構築をはからなければならない。ま
た、この概念はコミュニティ・インベストメント (community investment) として明確に位置付
けられている
5
。社会的責任投資からの観点からのコミュニティ・インベストメントの重要性は、
経済性だけでなく、環境や倫理等の社会性も行動原理とするような投資行動であるとも考えられ
よう。したがって、コミュニティ・インベストメントの観点から大学運営に鑑みることは大変困
難ではあるが、経済性、企業がもたらす生産性を教育現場に、教育手段・手法・伝達手段、また
社会性を現役学生及び卒業生の行動として置き換えて考察を加えた。その結果、大学運営におけ
るコミュニティ・インベストメントとは、大学教育が学生への経済性と倫理等の社会性を育成す
ることが重要となる。つまり、大学の学生に対する知識の担保と人間性の確立と考えることがで
きよう。また、同時に大学がある地域への貢献の重要性も欠かせない要点である。
　
　健陽大学の理念や行動については、金博士の学生との対話を重視し、学生が成長できる環境、
そして、地域コミュニティーに対する配慮について常に改善を試みている点においては、人間主
義経営に基づいた大学運営をされていることと考察できる。また、同じく人間主義経営を標榜し
ている創価大学経営学部でも、建学の精神として「人間教育の最高学府たれ」、「新しき大文化建
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設の揺籃たれ」、「人類の平和を守るフォートレス（要塞）たれ」とあり、建学の理念は、「生命
の絶対的尊厳を基調とした人間主義」を貫き、自身の確立とともに他者への貢献をめざす「人生
と社会に価値を創造する知性と人格を兼ね備えた人材」を育成することを目的としている
6
。創
価大学も地域貢献にも積極的に取り組んでいる。
　
　また、山中の研究では、「人間主義経営」という言葉は、経営学部創設以来、学部の理念とし
て掲げられてきているものであり、「池田人間主義思想」と広義の「経営学」との学術的統合
であり、またその社会における実践への指導原理創りであると述べている
7
。また、同論文では、
池田人間主義の３つの特徴に基づいたリーダーシップとして、「生命尊厳の思想」に基づいた
リーダーシップ、「全体人間を理想像とする人格の陶冶」に基づくリーダーシップ、「自他共の幸
せを目指す実践哲学」に基づくリーダーシップを述べている。この点からも、両大学の目指す人
材育成像も、類似点は多いものと考えられる。
　
　したがって、健陽大学および創価大学に記されている建学の精神や理念は異なるものの、両大
学とも「学生第一」の人材育成の理念を貫いていることが確認できた。これらの例をもって結論
付けることは困難ではあるが、人間主義経営に基づいた大学運営は、創立者の精神を正しく継承
し、学生中心として人材育成に対する行動が伴うことで完結されると考えられる。したがって、
健陽大学と創価大学との理念は人間主義に基づいており、創立者の思想・理念・精神を体現した
成果として、両大学が人間主義を基調として大学運営がなされていると考察した。
　
　我が国における専門職大学の広がりに対する考察
　米国の Institute for the Future によると今日の学生が 2030 年に行うことになる仕事の 85% が
今日ではまだ存在していない
8
といわれており、今後の教育について一石を投じている。例えば、
米国ユタ大学では新しい制度として、Degree Plus というプログラムを策定している
9
。具体的に
は、大学生として学んだ知識と社会人となった後の仕事に必要なスキルとのギャップを埋めるた
め、８週間のコースを提供している。このように、高等教育の在り方について先行的な行動がな
されている米国でも、大学教育の在り方が問われている。
　
　塚原と濱名
10
によると日本における社会人の学び直しは文部科学省や厚生労働省の政策にもか
かわらず普及していないが、今後の ICT 等の技術革新により、学び直しの機会を提供する必要
があり，大学教育そのものも学部学科構成から内容を見直すことになると述べている。その一つ
のあり方として、専門職大学のあり方が述べられている。しかしながら、専門職大学は、社会変
化に迅速に対応してイノベーションを起こせる人材を育成することを目的としているが、産業界
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との密接な連携はじめ教育体制やカリキュラム編成に高いハードル
11
があることから、いずれも
専門学校を持つ学校法人から 13 大学３短大の新設が申請されたものの、初年度にあたる 2019 年
度は２大学１短大のみでのスタートとなる。したがって、我が国における専門職大学については、
更なる検討を重ねる必要があると考えられる。今後の人材育成に関しては今後も様々な観点から
議論されるであろう。
　
　健陽大学における創意融合プログラム (PRIME) との親和性
　ここでは、健陽大学が実施している創意融合プログラムである PRIME について紹介し、人間
主義経営に基づく我が国の専門職大学のありかたについて考察する。PRIME は、情報保護学科
(Cyber Security Engineering)、機械工学科 (Department of Mechanical Engineering)、グローバル
医療美容学科 (Department of Global Medical Beauty)、融合 IT 学科 (Department of Convergence 
Information Technology)、医薬バイオ学科 (Department of Medical Bioscience)、グローバル先端
学科 (Global Frontier School)、融合デザイン学科 (Department of Interdisciplinary Design)、ナ
ノバイオ化学科 (Department of Nano Biochemistry)、国際建設プラントエンジニアリング学科
(Department of International Civil & Plant Engineering) から構成されている。
　
　韓国では大学生の就職率の低迷が社会問題化している。このような背景のひとつとして、卒業
生の技能と職場の不一致が考えられる。その結果、韓国政府と教育省は、2014 年の政府報告書
に基づき、10 年後には 26 万人の工学系学生と 53 万人の教養学部、社会科学、美術専攻 の学生
を育成することを掲げている。社会に必要とされる十分な能力開発の訓練を受けることで、青少
年の失業率を低下させることを目標としていると考えられる。その結果、韓国教育部では、高
等教育機関は知的向上のための機関であるべきか、就職準備のための機関であるべきかの議論
が行われ、工学系の人材やリベラルアーツと芸術に長けた人材育成を目的としたプログラム、
PRIME の実施を決定した。2016 年５月３日、政府からの過去最大の金額である高等教育補助金
を授与する 21 大学を発表し、それぞれ約 2,000 億ウォンが PRIME の設置及び運営に対する費用
として授与された。つまり韓国において PRIME が導入された背景には、社会問題の一つである
雇用問題に対処するためには、卒業生の技能と職場の不一致の解消が必要であり、このような理
由から PRIME が導入された。
　
　しかしながら、PRIME に対する批評も散見される。PRIME が工学的な能力向上への焦点を高
めることで、大学が職業訓練学校との区別ができなくなり、韓国の高等教育の水準がグローバル
な水準よりも劣るという懸念もあった。特に、韓国政府では、高等教育を「国家と人類社会の発
展に必要な深い学問理論や広範かつ詳細な適用方法論の研究」と定義しており、工学的な能力以
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外のことを重視している。したがって、PRIME による効果は短期間で失業や労働力の問題を解
決するうえで重要ではあるが、その結果として、韓国における高等教育の水準の担保及び向上が
難しいとの懸念があると考察される。
　
　しかしながら、韓国では高校卒業生の 68.5％
12
が大学に進学しており、OECD 諸国平均である
58.3％を上回っており、韓国における高等教育は社会での成功のための必要条件であるとも考え
られる。また、今回の PRIME 以外にも、高等教育の質を向上するために、仁川経済区に外国の
分校を招聘するなどして、韓国の高等教育の水準のグローバルな水準への引き上げを実施してい
る。したがって、PRIME に対する批判があるものの、高等教育の改革が進んでいる米国での事
例等を勘案すると、韓国における大学生の就職率の低迷の背景に卒業生の技能と職場の不一致が
考えられることから、この PRIME の取り組みは社会的な問題解決に向けた重要なステップであ
ると考えられる。
　
　政府が支援する創意融合型 IT 人材の養成に特性化された学科である融合 IT 学科を訪問した。
同学科では、ICT、モバイルシステム、ソフトウエア、センサー技術を基盤としてビックデー
ターサービス、IoT サービス設計、3D プリント応用分野を集中的に育成している。また、卒業
後の就職の質的水準を高めるためにグローバル企業である IBM や SAP が教育課程を運営してお
り、高度な技術力が取得できる内容となっている。また、入学時には、授業料全額を企業及び政
府からの奨学金として４年間支給されるため、官民一体として、人材育成をしていることが確認
できた。同様に、民間企業が積極的に専門職を教育する形式が確認された。また、2019 年には
韓国の大学では初めて米国アップル社から Apple Distinguished School( 2 ) として認定を受けたこ
とで、社会が求めている人材育成教育の更なる革新が期待できよう。
　我が国においても、民間企業が学科のプログラムに直接的に関与するケースは限られている。
しかしながら、文部科学省は実務家教員の登用
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を促進しており、今後の大学教育と事務教育と
のギャップが縮まることを期待したい。
　
　特に、健陽大学における PRIME の位置づけを考察すると、同大学が目指す人材像が「正直な
人格と実務能力を兼ね備えた社会的なリーダー」であることを考えると、PRIME との親和性は
高いものと考えられる。それを持続可能とするためには、創立者の理念・哲学・精神の継承が重
要な課題であり、この継承がなくなれば、PRIME に対する批判のように、韓国における高等教
育の水準の担保及び向上が難しくなる可能性があると考えた。
(2)  Apple Distinguished School とは、Apple 社がテクノロジーを活用した学習における Apple のビジョンを実践し
ている卓越したリーダーシップと教育を先導しており、革新的な教育機関と認定した教育機関のこと。2018 年
12 月末時点では、世界 29 か国、400 の学校が認定されている。
創価経営論集　第43巻 第２号 22
結語
　本論文では、韓国の私立大学である健陽大学の創立者の金熺洙博士が目指されている建学の理
念について人間主義経営の観点から考察を行った。健陽大学は「学生中心」の大学として、創立
者金博士が自ら、学生との対話に取り組み、必要に応じた行動により、韓国内卒業生就職率全国
１位等の結果を残すことができたものと考えられる。また、健陽大学の理念と金博士の行動に鑑
みると、同大学の大学運営には創立者の人間主義経営に基づく理念・哲学・精神が継承されてい
ることを確認できた。
　
　また、同大学が推進している PRIME に関しても、高い親和性が確認できた。また、批判はあ
るものの、大学卒業生の就職率が社会問題となっている韓国においても、PRIME のような卒業
生の技能と職場の不一致を解消する流れは、既に米国でも確認されているように、一定の評価が
得られる時期が来るものと考えられる。わが国においても、2019 年度から専門職大学制度の導
入と、実務家教員の登用が促進されることとなり、大学教育と実務教育とのギャップの縮小が課
題となっている。課題解決には様々な施策が考えられるが、健陽大学のように、創立者の理念・
哲学・精神との親和性がなければ、持続可能な発展は難しいと考えられよう。
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